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叶
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す
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を
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損
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当
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。
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葉
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搭
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潟
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叫
わ
れ
な
け
れ
は
な
〆
后
円
な
川
勺
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縁
綴
織
線
綴
鱗
幾
鱒
機
鱒
緩
欝
瀦
畿
綴
綴
灘
灘
鱗
瀦
滋
縁
綴
繍
磯
綴
綴
撚
鱗
畿
磯
瀦
綴
糊
蝿
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受でき一るるよう社ム金)阿同福
ι枕
叫
恵
ま
れ
た
自
然
環
崎
、
期
理
的
条
件
環
境
の
接
持
党
行
い
、
あ
わ

ア

し

た

が

っ

て

、

主

主

主

主

欝

韓

日

日

警

綾

援

額

鱗

議

鍾

劃

議

輝

一

一

一

一

麟

紅

議

機

鍾

主

じ

め

病

室

語

、

遺

産

一

、

襲

、

霊

立

地

の

特

性

、

喜

多

語

、

サ

ー

ビ

ス

機

能

の

許

制
加
然
的
活
作
と
還
の
社
会
的
、
経
情
的
繁
務
欝
蕗
議
鱗
畿
議
鎧
議
務
態
鱗
新
&
議
指
輪
開
関
川
擁
立
議
機
機
長
-
室
、
電
通
安
全
器
、
防
塁
か
し
つ
つ
一
捷
山
中
止
、
漁
業
、
肉
γ
議
室
し
て
い
〈
。

亡
な
室
内
心
持
住
所
)
生
か
し
た
空
心

jfizisii54255ji喜
襲
撃
援
護
重
量
霊
露
災
な
と
主
活
心
防
衛
と
健
康
の
保
持
g

害

調

和

と

勇

の

あ

る

、

量

器

霊

喜

重

量

三

味
引
均
一
的
あ
る
強
風
が
え
か
る
よ

2
3山
人
間
祥
雲
門
事
前
哨
と
す
る
時
一
挙
実
思
の
た
め
、
次
回
一
き
の
議
安
心
一
設
が
九
百
六
市
民
一
人
ひ
と
り
が
応
用
山
生
場
経
つ
と
め
る
。
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
ゑ
め
る
。
余
白
連
帯
と
露
聞
が
は
か
ら
め

ず

J
出
慮
す
さ
と
が
喜
的
に
喜
一
で
あ
る
「
日
ぷ
乏
し
ふ
ふ
れ
あ

5
1く
号
、
震
の
葉
と
す
る
o

d

M

に
必
要
な
地
域
に
街

2tt福
祉

す

高

度

の

基

と

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

が

努

力

を

重

ね

て

い

〈

野

J
ね
ら
ょ
っ
議
定
立
っ
て
宝
住
み
よ
し
み
ん
な
の
喜
ひ
ら
っ
と
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別
町
U
E引
U
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は
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ら
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産
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盤
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山
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弱

n
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i
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f

灯

に
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言

CL刀
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同
必
需
し
ょ
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i
J
i
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-
i
ι
I
1
1ま
ち
づ
く
り
一
喜
一
人
ひ
と
り
の
一
段
一

u
k
i
J
l引
い
引
一
七
ド
ゲ
引
示
諸

1
1
i
i
!
i
i
i
j
j
j
i
j
j
j
i
!

日
均
一
敗
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
主
的
室
内
角
去
三
一
三
官
咲
か
な
幸

;
L
j
u一
日

引

き

汚

室
P
一
め
さ
じ
で
、
人
思
表
話
芸
で
、
そ
れ
さ
え
ゐ
施
設

Felt
九
ι
i
t川
崎

甲

骨

清

司

法

げ

…

!
i
j

f
臓

か

一

邸

前

長

引

1

2
一日

MJRumid-M川
比

三

官

、

F
U
?と
話

日

日

間

品

川

河

川

町

長

れ

れ

れ

ば

ro快
適
な
市

ftι
活
力
あ
る
警
宮
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で
足
利
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の
一
適
性
化
、
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お
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Muunれ
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刊

誌
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日

H
U
U

せ
は
つ
U
Jい
引

い

山

町

一

一

一

石

川

ル

イ

守

口

百

七

日

い

守

す

る

ih許可
車

社

会

づ

く

b

組

問

臨

時

十

日

M

Td
地
域
主
注
工
山
一
三
機
事
録
機
能
し
号
L
iい
の
雪

;
7汁
ー
一
日
一
J

守

支

号

(

カ

E

震
の
ま
ち
と
し
て
、
地
域
毒
性
せ
る
都
市
住
活
と
円
滑
な
静
家

表
彰
号
、
要
望
と
し
宝
の
重
要
に
、
自
立
、
連
帯
、
協
調
の
ま

U
J
n
u
u
q
M即
日

間

ド

fg調
和
主
力
の
あ
る
生
産
性
出
た
か
な
ま

l
j

…
星
か
し
、
自
然
、
産
業
、
市
民
生
活
苦
号
事
一
づ
く
り
を
進
め
る
a

z
、、、

3
5
5
5
3ミ
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
j
u
uトト
ド
ド
、
ド
ト
し
れ
れ
れ
十
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七
七
一
一
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調
和
受
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霊
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J
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b
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減

捕

ま

た

、

母

子

重

注

ぷ

一

一

活

の

安

理

、

相

襲

撃

稜

立

す

る

。

震

な

ら

び

に

地

域

復

療

機

鰐

の

喜

市

吉

宗

叩

ト

母

屋

写

り

…

制

定

。

向

上

自

た

め

の

技

術

書

に

よ

る

ま

た

、

自

主

的

活

動

問

5
3拡
充

星

雲
ζ
と
に
去
、
差
医
な
長
著
書
め
る
ま
ゑ

同問労の
rJAb-は
和
-
u
、
ま
洲
町
指
導
、
は
か
h
u
、
梢
費
公
認
通
勤
務
積
極
釣
に
掠
体
制
を
猿
立
し
、
あ
わ
せ
ず
山
地
域
患
の
藤
備
拡
充
を
推
悲
し
て
い
く
e
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喜怒報室長著

加

担

説

体

制

の

語

、

資

金

の

貸

し

付

け

助

長

す

る

。

離

水

準

Z
と寝室。

A

苦
立
促
進
の
た
め
の
護
一
ゲ
一
室
す
き
に
、
震
護
と
密
接
な
議
室
%
察
推
進
し
て
い
る
県
内

市

弓

毒

ち

つ

つ

、

物

的

の

妻

、

物

資

の

塁

機

器

雪

量

に

よ

る

敢

急

医

療

し

た

、

豊

富

豪

、

山
山
…
低
所
不
紅
白
紙
利
一
円
滑
な
る
供
給
の
襲
安
~
内
閣
、
情
報
シ
ス
チ
ム
の
早
期
重
量
請
す
童
、
救
量
制
の
需
を
は
か
る
。

羽
地
域
福
祉
の
拡
充

h
u日
訪
日
以
M
5
1
1
岩
佐
吉
守
十
去
の
守
切
な
重
蓄
を
て
い
川
十
月
日
一
刊
誌
一
持
;
u
m
r
四
日
仰
い
は
い
仁

山
し
市
川
十
時
抑
制
叫
一
日
ラ
ン
バ
1
1
1
1
。
h
v
u
H
u
m
-
h引
い
J
W
M
U
U
M
十
誌
は
川
品
川
崎
一
i
一
宮
町
駅
ιtu--
一
…
…
h
u
~
貫
し
た
医
療
器
義
轟
i
J
J
小
川
、
一
:

一
叫
に
対
干
る
た
め
、
在
宅
福
祉
?
?
ピ
一
老
人
福
祉
一

PJ肖
に
つ
と
め
あ
ぷ
円
安
完
封
と
勢
通
じ
て
ぷ
切
な
往
還
手
引
…
医
療
の
充
実
…
:
j
i
l
i
l
i
-
-
i
j
…
交
滋
安
全
と
…

抗
君
主
主
主
こ
と
奇
議
議
F
i
l
i
-
-
L
震
に
官
た
対
応
F

一
室
よ
し
で
、
情
相
談
と
、
告
書
の
副
長
抽
に

E
E市
F
U
Z品
目
安
を
…
防
災
体
制
の
充
実
…
一
防
犯
の
捻
議
…

生の十五限と
fu
で
実
施
し
、
き
め
細
か
な
老
人
三
年
去
の
護
に
中
日
与
し
話
と
主
主
派
し
ん
引
い
、
社
参
〔
J

と
め
、
諸
詳
細
括
主
主
吐
き
罪
増
進
官
邸
る
く
空
し
忌
る
ー
に
苧
ι
3
2
2揮
を
ー
か
い
h
F
j
l
L
L
T

守
山
町
U
M
T
M
百
十
お
よ
び
三
日
パ
刊
誌
一
川
げ
は
M
J
M
M
れ
り
と
主

2
室

長

E
E
E弓

phiDぎ
り
を
議
安
芸
つ
く
る
高
市
民
白
書
事
え
展
と
邑
転
票
用
の
室
長
い
、
官

…
立
日
1
5
1
5
u
u
u
一
日
許
可
軒
目
的
刊
誌
日
一
一
昨
一
見
江
戸
町
一
昨
日
一
一
一
一
戸
市
民
間
一
一
一
一
諮
問
…
日
記
一

オぞれの讃托分野の明確化をはか塁手る。

ι
1白
基
突
し
、
言
に
援
活
施
設
の
議
定
望
な
襲
給
付
の
充
実
と
J
J
の
運
づ
く
D
菜
、
議
す
る
。
の
形
成
長
、
都
市
建
設
の
強
化
、
の
分
離
を
主
俸
と
た
運
営
ゑ
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4
1
い
川
崎
一
介
護
不
要
け
ゐ
支
部
る
〈
噌
の
び
と
強
〈
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長
す
る
一
児
給
付
白
菜

7
7
?
?
i
滋の変化、モータ41ショシのと非常持物資の確保書ぃ、司常ざした霊安全推進事を積極的

白
井
一
一
一
一
一
一
一

jjJ詰
1
M
h
p
p
u
…
副
作
市
出
話
…
に
日
間
山
町
一
七
…
…
諮
問
時
計
出
品
諒
一
間
一
沼
田
単
一
一
町
一
一
一
一
一
一
一

3
t
f一
訪
日
計
詩
話
は
り

ιい
日
M
A
M
-
M
h
M
h
Z
Z盟
主
Z
い
ポ
穫
量
患
者
警
告
。
に
絡
む
コ
ミ
ュ
一
一
一
ア
ィ
活
動
議
成
そ
の
た
め
に
、
地
域
住
民
芸
量

h
wれ
れ
詩
話
U
U
1
5
2
-
っ
。
る
と
さ
も
に
幼
A
L
H
と
の
均
警
は
消
費
者
十
刊
詩
吟
語
れ
れ
一
位
訪
日
1
日
l
u
問
問
日
時
災
体
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毒
昔
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は
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号
、
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、
健
康
霊
の
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巡
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の
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奇
こ

2

2につい
E
、
収
集
議
案
去
る
よ
う
、
宮
全
思
想
の
支
は
か
る
。
設
の
整
備
薬
に
つ
と
め
る
。
要
望
、
室
長
で
き
ろ
震
よ
ぴ
第
一
一
一
次
収
奇
襲
と
与
の
震
活
力
量
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強
化
…
る

で
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広
場
を
確
保
し
、
護
保
全
に
つ
と
め
j
l
i
l
i
-
-
i
1
2
4
の
震
が
ま
官
、
霊
的
雪
量
公
害
白
書
台
長
率
淫
す
る
。
叶
2
3
3
u
uお
J

ゃん
J

一封。
H
P
A

す
ま
し
れ
二
月
三
~
~
号
訴
♂
3
7
3

一
刊
誌
パ
コ
パ
ド
捕
を
は
か
る
。
i
s
i
l
l
i
-
-
i
l
j
J
設
盟
諸
整
備
選
向
活
動
車
怒

る

。

…

ιι
官
官
…
を
期
す
る
ハ
長
に
「
住
霊
場
者
こ
の
た
め
、
大
需
品
、
武
晴
富
山
龍
一
時
一

J
Jを
め
縄
戦
仁
撃
を
若
丸
一
対
屯
:3
民
主
、
社
会
頭
指
定
義
喜
一

5
1北
区
議
…
を
は
か
る
。
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向

上

主
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ぷ
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…

時

保

一

時

間

刊

誌

い

刊

誌

一

詰

詰

器

開
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…

沼

田

V
M
M
謀
総
お
も
F

f

u

r

-

-

i

h

M

U

刊

誌

2
7院
長

時

間

百

め
号
、
語
環
境
撃
の
皇
官
蓄
に
う
る
お
い
長
神
的
ま
ら
で
車
協
力
の
4
も
と
ド
パ
、
協
e
z
A
-
和
五
十
)
一
ア
月
答
申
ご
令
謀
議
と
制
の
充
実
に
つ
め
J
o
h
v
F
:
川
一
一
主
主
u
v
k山
JJJF53勺い
1
5
r
¥
ヘ語、Juzh(久
f
u
z
f
均
一
い
よ
ー
し
“
生
涯
学
習
の
推
進
一
一
泡
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
i
y
-
レ
ク
D
Z
I
シ
ョ
y
人
口
設

品
開
定
的
市
町
村
在
住
民
守
れ
れ
四
日
刊
日
刊
誌
紘
一
ポ
ザ
忘
れ
い
れ
目
前
九
日
副
主
任
訪
日
目
…
M
i
f
f
…
i
l
J
J
1
Jぺ

1
1化
社
会
お
よ
び
情
報
室
缶
詰
時
計
岩
手
持
訪
日
日
時
間
君
主
刊
誌
で
ド
一
一

撃
の
遜
切
な
指
導
室
つ
量
産
持
品
錦
町
村
山
刊
誌
泣
い
官
官
民
即
日
間
話
山
山
内

n
f一
宮
の
;
J
1
b
N
U
m
m
m
れ
れ
れ
い
げ
…
長
長
時
…
吉
見
町
山
市
内
持
信
託
γ
訪
日
諸
説
白
訪
れ
学
習
創
造
暴
露
…
一
一
一
吉
即
日
昨
日
前

繍宅、宅地白供静をはかり、あのせ化の推進まひこ設の

ιと
一
ふ
る
。
む
み
の
減
侍
と
処
理
2
6ゑ
イ
…
余
椴
の
v

一
暗
号
健
や
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に
育
成
ナ
さ
と
は
、
人
-

2

1

1

教
育
重
量
一
止
な
ま
言
語
鵠
草
署
警
霊
を
は
官
、
交
草
、
宮
a
t
議
室
動
的
重

騨
揺
れ
抑
制
見
守
れ
た
秘
書
に
計
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山
市
諸
問
諮
問
討
議
に
つ
い
左
足
照
p
i
k
-
-
K
Y
M
M
引
い
け
は

H
T
L
日
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自
民
民
間
内
軒
町
長
野
i
i
M
M
M
M
t
諮
問
了
日
駐
日
開
日
付

戸
市
街
地
の
再
開
発
、
蚤
整
事
業
棋
が
自
然
の
襲
撃
の
事
て
よ
言
語
、
提
言
Z
等
課
題
に
員
同
露
お
よ
聖
書
な
ι
沿
い
の
あ
ゑ
活
仁
ほ
め
、
喜
朗
切
な
き
す
る
た
め
、
撃
に
必
笹
川
四
日
!
に

zq

た
を
す
る
吉
田
義
に
主
、
地
域
揺
さ
牛
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と
け
に
と
も
に
総
合
ス
ポ
Y
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…
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当
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日

市

長

官

訓

告

川

知
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倍
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M

M
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4
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日

日

間

一

一

部

一

点

目

抑

制

副

知

日

出

引

で
は
か
ら
れ
言
つ
指
導
す
る
。
翠
警
は
!
i
i
e
z
に
も
し
町
3
3
塁
、
盤
、
室
長
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
収
集
体
議
心
主
主
安
達
、
市
民
護
や
程
度
、
能
力
や
護
少
咋
に
は
制
送
す
き
て
嵩
昨
年
に
は
織
的
学
宿
泊
動
車
助
し
育
成
:
響
機
会
の
確
保
主
整
L7-め
る
お
や
時
な
言
語
主

人

以

奈

良

三

洋

泳

三

尚

一

詩

作

惜

し

利

用

品

目

日

訴

時

間

伝

説

…

訪

れ

抑
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吋

計

二

一

誤

認

Z
J
2
5詩
文

民

話

立

す

も

い

い

日

立

話

訪

問

諸

説

…

号
J
J
j
jは
か
山
田
山
知
県

m
z
Z〕日
出

品

す

沼

市

民

一

一

切

れ

一

日

片

山

下

北

記

長

一

一

五

日

市

対

日

時

間

川

市

一

一

耕

一

時

間

山

町

一

民

間

一

ザ

詰

け

日

目

立

話

刊

誌

M

H

H

一

日

同

時

間

昨

日

出

品

…

一

1
7
!
?し
の
古
川
町
W
M
U
H
-
-
出
品
目
一
む
に
で
町
内
吋
在
日
刊
誌
川
十
わ
れ
に
げ
お
け
U
M
一
刊
誌
M
3
1
U
一
詰
詰
話
昨
日
日

時四百きるコミュニティ皐
E
て
ま
路
に
つ
い
て
も
整
襲
警
は
ζ
J
A
議
、
山
内
高
埼
玉
る
え
空
軍
等
の
発
生
源
と
を
充
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
霊
在
じ
め
臼
然
と
実
し
ゃ
ん
教
室
一
層
推
進
す
る
子
…
高
等
学
校
@
高
等
叫
夜
、
君
、
地
域
社
会
ク
通
じ
た
続
完
に
っ
と
雪
。
芝
、
各
蓮
宗
;
l
i
z
z
i
e
j
L
害
警
一
塁
興
ず
る
二

丘一緑裂がな都市高による居住環免か
)

0

6

ア

f

f

y

v

カ
調
和
し
た
レ
タ
ー
ー
シ
ョ
ン
豊
む
た
め
、
護
者
選
考
就
凡
夫
一
教
育
機
開
闘
の
充
実
…
動
室
長
で
た
制
定
量
え
る
ゆ
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
管
理
霊
努
づ
く
り
襲
づ
く
品
、
市
v

必要な憲設備および梅ム

一
の
形
成
を
は
か
る
た
め
息
子
十
、
限
り
あ
る
喜
な
ま
人
誌
は
ト
一
時
間
三
A
H
U
u
h
r
れ
は
r
:
2
1
J
T
3
m
m
砕
い
f
u
U
H
f
浮
上
川
市
活
動
へ
の
品
川
参
加
が
害
事
一
主
沼
し
J
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
民
告
白
書
向
上
に
と
っ
て
事
な
し
広
言
か
る
と
と
E
、

町
民
主
臨
時
計
知
事
訴
r
u
-
-
γ
人
口
期
訓
告
武
田

H
i
l
l
g
W
L引
い
じ
い
け
れ
い
い
抗
告
片
山
初
日
佐
い
い
か
い
お
作
品
目
百
七
日
間
前
郎
副
叫
ん
絹
…
討

今後の生蒋様式、都市由形輔、



花
吉
、
果
樹
、
議
零
の
施
設
団
地
、
全
川
に
そ
の
名
を
広
め
た
が
f
ま
ヲ
喜
等
、
教
古
訓
練
活
動
の
一
定
施
を
路
構
想
お
よ
び
重
点
の
…
推
進
に
あ
た
っ
持
地
、
広
潟
の
確
保
に
つ
と
め
諸
描
技

野
菜
指
定
産
…
馨
む
専
業
的
営
農
問
地
り
を
は
じ
め
、
初
期
川
川
口
の
納
涼
花
は
か
っ
て
い
く
.
で
は
、
鉄
道
、
震
広
場
、
草
場
等
の
震
と
あ
わ
せ
て
、
都
市
防
災
の
強

患
控
室
を
お
き
つ
つ
、
需
的
火
大
会
、
時
期
静
か
な
湘

1
2
…
山
地
…
ほ
I
U
眠
い
か
，
府
J

君
主
施
設
と
の
有
機
的
つ
な
が
り
告
知
事
化
に
も
配
践
し
つ
つ
、
都

生
産
詰
組
織
、
授
業
の
担
い
手
の
育
成
を
人
で
に
ぎ
わ
う
一
間
有
湖
来
長
〈
カ
正
予
号
躍
し
、
¥
司
主
体
の
道
路
と
し
で
市
橋
同
時
が
十
分
に
持
咋
4
で
き
る
よ
う
舟

ば
か
り
、
農
業
構
法
皇
警
積
極
的
跡
の
霊
室
、
今
後
も
、
主
義
…
2
1
d
機
絞
ゆ
受
給
;
一
設
語
、
醤
地
帯
、
重
道
の
分
間
県
知
事
業
、
な
ら
び
に
民
間
同
発
の
適

に
推
進
し
、
地
域
農
業
D
高
度
化
に
つ
光
資
源
秒
、
叫
枇
崇
発
展
さ
せ
て
い
〈
。
生
鮮
食
判
品
叫
叩
白
何
格
の
宮
内
ん
を
は
離
な
戸
安
全
性
、
利
明
性
殺
ベ
一
ス
と
疋
な
導
入
を
は
か
D
、
魅
力
あ
る
市
街

ず
る
。
環
境
保
全
じ
留
意
し
た
宏
明
正
規
模
白
と
め
る
。
同
時
に
価
格
安
定
施
策
、
流
増
大
す
る
余
限
時
間
に
と
も
な
う
余
か
D
、
取
引
の
適
正
化
と
在
理
お
よ
び
し

τ、
計
画
の
樹
立
な
b
び
に
施
儒
む
抽
出
と
し
て
拡
編
推
進
す
る
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る

近
時
菌
室
は
、
語
の
場
、
コ
ミ
工
業
凶
砦
選
成
し
、
よ
り
よ
い
生
産
品
機
構
四
一
改
善
整
需
を
返
め
る
。
般
活
動
の
義
幸
踏
ま
v
凡
、
華
客
流
通
の
円
滑
を
は
か
ゐ
た
め
、
地
方
持
起
き
か
る
。
ま
た
、
周
辺
市
街
地
お
よ
び
新
た
に

商

業

の

緩

興

一
一
ア
ィ
白
湯
と
し
て
地
域
}
棋
の
市
府
軍
境
づ
く
り
そ
進
め
る
と
と
一
も
に
、
引
部
地
施
設
白
形
脇
、
京
国
利
用
の
停
の
み
な
ら
ず
、
市
民
生
活
を
よ
り
長
か
卸
売
市
場
の
幣
婦
か
促
進
す
る
。
②
変
通
輸
決
機
関
究
車
得
議
の
増
大
宅
地
吃
が
混
合
地
域
に
つ
い
て
ほ
、
極

新
し
h
u
時
代
に
即
応
左
翼
都
市
成
を
は
か
り
つ
つ
、
日
空
活
に
語
義
き
注
工
喜
の
解
消
喜
か
る
。
編
、
処
作
提
興
等
と
あ
わ
せ
て
、
霊
に
す
る
た
め
に
も
、
市
一
気
っ
く
り
あ

A
P後
ま
す
ま
す
、
読
書
ら
が
生
に
対
処
し
、
重
お
よ
び
パ
ス
路
線
の
主
地
ぱ
脳
務
理
事
業
骨
量
し
、
都

}
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
消
出
向
者
む
た
立
安
全
h
f
Z
れ
あ
い
白
あ
る
西
成
街
づ
経
営
の
安
定
を
ほ
か
り
な
か
ら
、
ょ
、
農
業
用
排
水
路
、
ほ
場
啓
備
等
の
生
げ
た
抱
域
の
特
性
、
京
市
を
と
り
ま
く
柄
様
式
や
食
生
活
む
あ
吃
与
f
一
変
え
、
場
担
、
乗
り
入
れ
、
新
設
の
畑
山
道
に
つ
市
施
辿
伊
記
厳
し
た
長
支
給
住
環
境

一
の
閥
業
経
警
本
に
、
立
地
若
生
が
し
ぐ
り
を
健
進
ず
る
ロ
り
付
加
価
短
の
高
一
い
新
興
品
り
一
関
路
、
援
募
般
の
瞥
舗
を
計
駒
田
に
推
進
す
る
周
辺
地
域
の
環
均
等
に
配
唱
し
、
思
ま
日
ら
も
主
蔀
的
に
流
通
に
取
り
組
む
換
と
め
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
新
駅
北
髭
の
暁
備
か
ほ
か
る
。

一
、
慣
性
ゆ
た
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
た
、
商
業
者
の
創
遜
工
夫
と
開
助
設
備
の
近
代
化
、
技
術
や
桂
醤
情
報
?
と
と
も
に
、
鹿
沼
地
区
域
の
継
続
的
確
れ
た
自
問
璃
境
と
歴
史
、
文
化
財
、
市
勢
が
重
要
と
な
っ

τ〈る
ζ
と
に
鐙
み
の
女
誠
に
碍
刀
し
、
円
滑
な
運
行
の
確

一

汚

川

の

整

備

じ
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ゾ
1
Yづ
く
欝
力
に
よ
り
、
経
営
意
識
の
開
発
、
周

1
ピ
一
ス
の
強
化
等
に
必
要
な
行
政
的
盤
保
に
つ
と
め
る
。
民
生
活
、
産
業
等
を
生
か
し
た
福
光
振
的
確
立
情
報
提
供
室
付
う
e
保
を
は
か
る
。
同
時
に
、
交
通
安
全
苅

垂
霊
者
自
活
力
を
も
と
に
量
し
舗
の
三
l
y
化
、
共
同
化
白
壁
な
訪
の
事
を
ま
か
っ
て
い
く
。
生
産
露
で
あ
る
と
司
時
に
べ
語
興
室
め
る
乙
と
に
よ
り
、
魁
刀
あ
る
}
;
川
鯖
ま
た
立
生
前
環
境
へ
の
影
響
を
与
え
都
市
中
閥
な
ら
び
に
市
民
の
日
常
生

f

、

適

正

な

企

業

の

導

入

…

J

二

』
い
く
必
要
が
あ
る
。
戸
経
営
の
古
代
普
通
め
、
あ
わ
せ
て
戸
配
あ
る
都
市
川
白
壌
で
あ
y
J
環
境
白
整
備
に
つ
レ
て
は
「
都
庁
の
よ
さ
」
露
出
し
て
い
4
1
j
i
l
l
白
る
童
ハ
ノ
喜
}
配
電
し
、
今
後
の
交
活
に
お
い
て
、
造
的
九
警
伊
一
手

中
心
街
は
、
市
民
会
位
。
コ
ミ
ュ
ニ
卸
売
機
能
的
拡
元
ご
つ
と
め
る
。
刻
午
活
環
境
白
改
醤
、
冨
止
の
向
上
、
コ
う
つ
と
め
る
。
昭
和
一
一
平
牢
代
か
ら
凶
十
年
代
の
高
過
需
要
に
応
じ
た
ほ
命
的
介
r
d遜
品
系
る
河
川
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
水
害
か

j

v

j
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時
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時
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目
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説

足

農

作
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す

れ

日

間

日

時

間

日

汗

島

町

内

政

務

長

f
f
t長一
一

な

誌

は

は

れ

詰

日

間

れ

川

村

山

当

時

十

日

れ

諮

問

日

ド

持

r

詰

同

時

間

前

日

刊

誌

個
性
ゆ
た
か
な
専
門
広
重
荷
担
し
て
、
地
域
社
会
と
協
調
し
た
洛
喜
め
な
が
、
b
特
色
あ
る
都
市
農
業
の
急
速
な
都
市
密
造
獲
に
よ
っ
て
も
勤
労
者
の
諸
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
件
の
君
主
た
わ
レ
た
ζ
と
も
妻
高
時
代
に
即
応
し
事
エ
ホ
ル
ギ
1

問
、
審
理
的
基
拝
河
川
に
つ
い
て
宵
源
エ
先
手
l
の
間
需
、
棄
の
時
換
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
斜
学
技
術
の
童
に
よ
り
常
語
、

変
化
と
期
待
感
の
あ
る
カ
あ
る
エ
業
世
間
興
が
は
か
ら
れ
る
-
4
3
振
興
を
は
か
る
。
た
ら
さ
れ
た
沿
岸
海
域
の
汚
染
と
、
相
う
、
あ
ら
ゆ
る
労
開
環
境
白
笠
碕
丸
一
売
で
あ
る
。
向
け
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
調
交
も
、
流
域
的
関
係
市
町
k
調
務
協
力
の
伺
の
政
措
に
よ
み
こ
と
が
大
き
い
が
、
る
。
信
、
郵
便
の
問
慌
た
す
役
割
は
説
代
仇

配
慮
す
る
。
農
業
猿
興
地
渓
仁
お
い
て
、
野
菜
、
模
川
の
高
度
利
用
等
に
よ
っ
て
低
迷
し
を
は
か
っ
て
い
〈
必
寮
が
あ
る
。
今
後
は
、
第
三
次
援
実
を
中
心
と
す
研
究
字
選
め
る
。
も
と
に
改
惇
智
備
め
促
進
か
翁
権
的
に
し
か
し
、
資
源
白
「
有
限
性
」
と
い
ヨ
そ
こ
で
木
、
常
気
、
ガ
ス
の
鰐
曹
は
報
化
社
会
に
必
要
不
切
欠
の
も
の
4

軒

町

内

町

民

一

MHH持
い

時

間

同

日

hMrJUMhMIMげ続
日
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日
目

U
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向
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日

日

日

間

話

A
U
T一
一
河
川
げ
れ
ば
川
崎
訪
問
時
十
日
戸
。
十
む
た
め
、
害
額
U
い
議

賀
誠
の
揮
護
、
憎
場
環
境
の
整
備
を
は
で
薦
問
白
認
が
広
三
関
か
れ
る
よ
三
漉
所
一
貫
い
た
活
宣
な
企
棄
の
噂
入
主
計
額
快
適
で
良
好
な
市
街
地
か
い
静
成
ず
る
域
的
に
括
局
で
き
る
よ
っ
実
現
を
は
か
の
節
約
九
市
事
一
説
と
し
た
牛
一
活
一
筏
式
を
改
予
測
さ
れ
あ
た
め
、
と
れ
ら
エ
ネ
ル
ギ
社
会
の
進
展
に
対
応
て
よ
さ
る
4
Z

か
D
、
生
産
環
境
の
整
捕
を
促
進
し
て
疋
な
企
業
の
導
入
、
商
業
の
涙
興
錨
な
的
に
は
か
D
、
生
活
護
措
と
の
講
和
、
た
め
に
都
市
施
設
の
轄
備
に
つ
と
め
る
。
醤
し
、
村
工
点
ん
ギ
l
対
策
戸
捻
進
7

1
療
の
筏
棋
と
、
施
設
の
藍
備
な
ら
ぴ
狭
山
の
整
備
鉱
充
に
つ
と
め
る
。
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が
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通

じ

、

雇

用
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確
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す

る
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宵
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り

と

め

る
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る
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z

が

訂

正

引

の

十

日

:

…

る

J
T
μ
哨
資
源
、
ェ
丸
ル
ギ
に
徒
五
の
拡
大
に
つ
と
め
る
。
郵
便
に
つ
い
ず
な
、
人
口
増
加
円

引

品

川

臨

時

山

内

町

脅

内

臓

器

刊

誌

は

れ

れ

い
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ι目
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閣
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佐

伯

川

…

日

引

け

一

時

棄

と

サ

ー

ビ

ス

{

を
象
に
新
し
い
塗
を
開
拓
す
る
と
と
も
備
の
務
嬬
、
労
働
条
件
む
改
善
、
繕
社
農
業
・
開
業
の
振
興
み
ま
た
中
公
条
h
o
i
h
u
H
N
5
:
a
r
J
L
r
?
h
p
A
2
5
、
目
立
時
、
:
H
H
5
5
2
%
、
5
0
5
K
N
E
S
T
E
E
N
-
-
9
4
2
刊
誌
ロ
目
立
日
7
3
2
5
F
E
H
Q
I
J

初
に
、
襲
警
の
安
定
に
つ
な
が
る
荷
襲
撃
の
拝
借
妻
室
、
労
働
・
票
照
明
言
必
要
資
金
内
調
達
;
，
Z

白

け

y

i

J

F

‘

j

:

ι

話
器
し
つ
つ
あ
る
な
か
言
語
よ
り
高
与
1
宣
言
灼
一
震
な
方
に
種
目
を
お
い
た
広
域
的
行
張
、

ご

流

重

量

、

事

Er環
境
の
事
高
度
に
は
か
主
る
よ
歩
一
円
滑
化
す
る
た
2
3
、
金

L

吾
輩

τ雪
雲

苦

言

い

白

人

々

の

思

い

や

り

と

相

互

震

に

よ

法

に

よ

っ

て

話

す

る

と

皇

室

E雪
一
つ
と
な
っ
て
享

開

毒

事

室

君

。

主

援

活

動

を

集

長

っ

て

い

〈

。

融

制

需

拡

大

、

改

善

に

つ

と

め

る

。

5

2
将

r号
興

一

4

1

万
京
v
j
J
九
る
野
福
祉
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
て
い
〈
も
の
と
す
る
。
と
の
た
め
に
は
、
都
事
案

γ

Z
に
、
相
指
針
宮
警
湘
霊
ま
た
説
室
長
官
霊
祭
主
今
義
問
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
:
:
川
三
プ
ン
f
J
r
z
r
i
-
-
一
仁
二
一
~
7
J
と
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
に
は
ま
た
、
問
臣
、

ζ

れ

ま

で

の

寄

与

号

室

主

主

豆

、

民
岸
の
自
然
、
景
福
岡
、
質
減
守
活
用
し
た
さ
れ
可
自
主
性
が
慌
時
閉
山
さ
れ
る
よ
コ
、
は
、
日
公
共
的
構
聞
と
し
て
の
機
能
、
さ
均
拘
的
連
帯
意
識
に
支
え
ら
れ
た
沿
か
欧
軍
品
目
に
つ
い
て
は
、
自
ら
を
厳
し
く
亭
フ
と
い
う
、
よ
り
新
し
い
方
向

制
観
葉
業
の
振
興
も
は
か
つ
て
い
〈
。
圏
的
豪
語
し
て
皇
室
歳
け
て
ら
に
麗
仁
奉
仕
レ
て
い
〈
間
関
E
C
白
樺
J

宮
、
昭
治
六
十
八
年
に
向
調
が
必
要
と
さ
れ
る
。
い
人
間
関
係
が
速
い
雪
、
人
同
E
点
検
し
、
真
に
市
民
袋
署
乙
た
え
積
極
的
喜
志
と
、
い
つ
で
も
相

、
j
i
!
'
'
j
;
:
:
川
、
く
。
て
の
税
同
を
一
層
症
充
強
化
す
る
よ
っ
て
、
市
民
と
存
政
と
の
相
互
開
鮮
の
近
年
、
市
民
の
意
認
や
縮
億
舗
が
多
い
々
討
を
常
む
扇
と
し
て
白
コ
ミ
ュ
ニ
る
と
レ
ζ

め
で
き
る
よ
き
そ
の
品
構
改
善
羽
瓦
で
学
び
合
吾
、
協
力
し
ム
ヲ

も
…
飼
い
性
を
生
か
し
た
…
レ
勤
労
者
の
職
業
能
力
と
童
書
め
ら
働
き
か
け
る
。
も
と
で
「
同
然
食
一
愛
主
ふ
れ
雪
一
誌
に
な
っ
て
い
〈
な
か
で
、
乙
れ
ら
テ
ィ
の
需
が
は
か
ら
れ
る
よ
吉
、
台
、
コ
ゆ
る
「
古
か
ら
の
出
発
」
右
主
義
成
を
す
べ
〈
一
努
力
を
じ
な
同

性

…

清

河

内

線

!

潔

:

一

る

た

め

、

専

門

知

識

、

需

品

能

の

切

る

〈

白

み

よ

い

み

ん

な

白

ま

ち

ひ

ら

を

調

整

K
合
意
形
成
秒
ほ
か
ろ
う
と
誌
の
地
域
誌
妻
捜
し
て
い
〈
も
c
u
r
l
ス
の
筆
記
事
費
予
な
ら
な
い
e

Jr

守
6
4
J
4
1
H
o
J
司令
f
i
u
i
4
J
F
M
W
4
5
u
r
h
f
負ぺ
:
z
v
f
f
T
r
H
J
:
J
J
A
h
t
A
J
リ
サ
っ
か
」
秒
一
実
一
周
す
る
た
め
に
、
総
合
的
す
る
た
め
に
は
、
日
目
共
同
福
祉
を
機
先
と
す
る
。
保
健
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
算
、
人
事
、
機
構
等
五
打
政
全
般
に
わ
た
さ
ら
に
、
今
盤
、
都
市
そ
れ
百

J

議

事

ぷ

一

J
J
R
J
Z
J
3
1
1
で

計

部

長

室

長

か

る

i
s
z
z
z
f
i
S
E
i
-一つ
で
号
、
主
執
行
に
走
っ
て

f
i
z

よ
f
L
2
1
1

努
r~
ド

J
L
F
L三
石
川
r

m

J

J

U

J

h

h

h

と

す

る

患

で

あ

ゐ

し

カ

P

J

K

E

R

o

テ

ィ

の

広

が

り

の

な

か

芝

有

機

的

に

結

は

、

最

小

の

署

長

大

の

2
2、地
域
の
特
性
に
マ
ッ
チ
た

一

語

議

棋

盤

欝

翼

線

章

一

安

城

ぬ

が

一

日

huJMUUMuhrm昨日
訪

日

刊

行

れ

ん

口

は

ほ

ほ

一

日

i
z
J
U刊
誌

月

十

時

噛

m
p
P
2
3
1
主
:
i
r
-
-
J
j
z
J
7
3
u
z
f
e
J
(
:♂
f

f

g

向

Eし
な

が

ら

、

2

1

F

E

と

も

に

、

新

し

い

去

二

都

市

経

営

一

1片
町

ペ

パ

j
そ
れ
事
富
士
が
お
互
い
ド

一

品

目

官

官

民

自

川

崎

山

口

紅

刊

行

錯

長

日

刊

行

日

訪

日

計

三

日

在

日

目

立

川

効

率

仁

二

点

目

互

一

一

掃

の

…

時

計

十

日

ぷ

郎
限
ら
れ
た
富
田
有
効
利
用
を
ほ
か
ま
た
、
既
成
需
街
地
に
つ
い
五
滑
に
す
る
ま
す
設
実
詰
ま
っ
た
、
住
民
自
治
名
習
会
連
帯
五
的
磯
町
情
報
量
供
で
き
る
よ
う
γ
l
j
i
l
l
L
一
協
調
と
連
帯
一
妻
、
地
域
相
玄
関
に
、
安

刊
る
た
め
に
、
土
地
利
併
構
想
に
却
し
て
土
地
高
度
需
の
必
要
性
か
ら
土
地
利
て
い
ゐ
。
前
k
d
p
関

学

会

か

て

語

的

に

広

報

誌

と

広

整

君

主

主

か

寺

町

代

忠

良

下

の

も

と

J

q

f

j

i

l

l

i

j

L

皇

帝

禁

芽

生

文

芸

乙

加
本
市
由
特
駄
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
の
純
作
山
を
は
か

q
市
街
地
立
べ
げ
ま
泊
か
ら
外
部
へ
い
く
ほ
ど
議
裏
山
部
品
々
は
か
っ
て
い
く
も
の
と
る
ζ
と
を
は
ド
ザ
め
、
あ
p
り
的
ぷ
機
会
を
と
れ
ま
で
む
よ
う
な
肉
筆
収
が
ほ
と
警
の
発
践
に
伴
い
、
市
民
色
町
活
域
的
な
ま
ち
づ
く
b
と
い
主

調
開
通
建
造
じ
た
土
地
利
用
喜
か
あ
る
室
長
嘩
し
、
都
市
山
z
闘
の
合
は
あ
ら
く
な
る
た
内
広
域
的
壮
語
す
る
。
と
お
し
て
市
場
護
管
支
え
ら
れ
ん
と
期
持
で
き
な
い
で
あ
る
E
、
的
華
北
高
度
化
京
、
ま
た
、
均
需
警
護
し
て
い
く
な
か
で
、

口
る
す
、
溺
室
長
襲
名
言
理
的
議
保
を
は
か
っ
て
い
〈
。
放
射
状
の
形
簡
を
な
し
て
い
義
的
送
寸
パ
寸
円
ペ
イ
イ
パ
j
p
J
た
日
遣
さ
お
を
ほ
か
み
e
刀
、
禁
章
子
ゐ
新
し
い
ま
ざ
し
つ
つ
あ
や
と
と
も
に
、
少
量
様
は
か
つ
総
合
的
な
重
立

そ
協
力
に
去
、
健
全
事
前
理
揖
の
確
交
一
塁
伎
町
斡
I
L
i
-
-

〕
路
と
、
そ
れ
内
抗
日
ぷ
沼
路
と
と
も
に
史
…

J
1
1
1
J
Jば
口

一

二

ま

た

、

長

字

、

定

将

兵

器

是

認

重

量

産

的

に

ζ
た
悪
化
し
、
男
、
モ
ー
す
ぜ
1
シ
白
解
決
定
官
、
地
時

保
と
、
白
紙
環
境
と
の
保
舎
に
っ
と
円

2jf
一
所
在
路
に
閉
山
戸
鐙
き
、
対
恥
の
仲
浩
一
ュ
一
一
一
ア
ィ
の
療
成
一
市
化
が
旧
作
山
し
、
ず
だ
H
箆
吋
川
町
出
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
戸
り
な
い
と
い
ヨ
ョ
ン
の
が
反
に
作
れ
に
市
町
ん
の
計
一
淳
一
号
一
合
発
展
に
つ
と
め
る
。

め
、
総
合
的
、
計
温
的
に
溺
歪
な
土
地
①
幹
融
道
路
都
市
計
調
道
路
等
の
罰
山
崎
レ
し
調
和
が
ほ
か
り
つ
つ
、
牛
相
一
瓦
「
}
{
i
J
l
l
i
-
-
L
の
ぞ
大
に
よ
り
J
、
計
域
的
立
屯
円
一
関
M
m

な
か
吉
、
京
じ
い
時
代
に
対
応
し
た
市
何
日
間
域
は
、
広
域
化
杏
れ
、
都
市
闘
が

利
用
の
翼
演
を
ば
か
品
。
幹
組
道
路
は
、
都
市
の
什
格
な
な
す
も
路
レ
仁
川
機
能
分
化
を
は
か
つ
#
人
体
系
的
去
ち
づ
〈
り
の
将
来
憶
を
新
た
に
剖
が
巧
れ
、
人
と
人
と
の
心
何
ふ
向
あ
い
政
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
拡
人
し
て
き
た
こ
と
E
あ
い
ま
っ
て
、

特
に
、
開
街
化
区
域
に
お
M
U
z
q
m
開
発
の
で
、
生
産
的
、
流
返
p
機
陪
と
と
も
計
青
山
制
P
滋
め
る
。
ま
た
、
今
後
の
道
巡
す
る
た
め
に
は
、
市
民
F
間
前
と
協
が
少
な
く
な
D
、
計
域
白
目
的
知
特
滋
わ
切
制
九
九
別
協
的
に
海
伐
を
は
か
h
u
、
市
と
い
広
三
十
政
日
比
故
ぞ
拍
車
え
、
広
域
間
開

と
し
て
い
ま
す
。

新
早
問
計
画
は
、
市
民
が
よ
り
盛
安
も
と
に
、
ま
ち
づ
く
わ
J
の
将
来
回
実
施
計
癌
甘

か
に
、
よ
り
州
遊
に
日
震
活
必
口
禄
と
す
七
の
実
現
白
た
め
、
な
す
べ
き
れ
た
市
出
方
揮
を
、
現
実
ヂ
ぶ
ま
え

め
る
た
め
の
理
想
呂
標
を
、
一
つ
の
事
異
等
構
想
的
基
本
方
針
府
羽
ら
か
た
符
放
や
財
政
白
な
か
で
、
ど
の
よ

節
目
と
し
で
と
忌
王
、
そ
れ
を
実
現
仁
レ
、
そ
の
一
即
売
一
読
に
つ
と
め
て
い
く
う
に
実
施
し
て
い
〈
か
広
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
宇
段
や
方
法
を
総
合
的
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
計
画
す
る
計
画
で
す
。

な
計
画
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
お
よ
び
実
瞳
計
一
均
的
事
憾
と
な
る
べ
し
た
が
っ
て
、
基
本
計
邸
宅
定
的

7
0
そ
白
組
み
立
て
方

ιし
で
は
、
き
惇
格
ぞ
も
つ
も
白
で
、
白
樺
年
次
ら
れ
た
方
策
を
ど
ζ

へ
、
ど
む
よ
う

次
の
率
低
構
想
、
事
本
計
隠
、
実
施
ぞ
昭
和
六
4
7
八
年
と
じ
て
い
ま
す
。
に
、

E
D位
つ
く
る
の
か
な
ど
、
よ

計
砲
と
い
っ
た
一
一
政
訴
か
ら
な
る
も
基
本
む
画
基
本
構
殺
に
お
い
亡
り
具
信
的
に
蚕
業
等
の
計
顕
そ
っ
く

ので一
7
0

定
め
ら
れ
た
ま
五
づ
ミ
り
の
将
来
像

D
、
そ
の
霊
白
方
向
車
告
し

基
本
構
想
法
律
に
基
づ
い
γ
議
お
よ
び
な
す
べ
き
事
現
辱
白
方
針
の
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
市
む

会
の
議
決
冷
経
て
定
め
る
も
の
-
で
、
う
ち
、
原
則
的
に
市
が
直
接
に
実
現
予
算
そ
っ
ー
く
る
う
え
で
内
義
時
間
に
な

市
の
治
合
的
か
つ
計
調
的
た
進
む
べ
手
段
を
も
っ
事
時
一
一
一
等
ぞ
合
理
的
に
推
る
も
白
で
、
計
画
期
間
が
一
一
昭
和
五
十

者
将
来
の
笹
九
日
措
い
た
も
む
で
す
。
議
す
る
た
め
、
そ
の
方
競
キ
一
定
め
る
四
年
度
か
ら
昭
年
五
中
八
町
度
ま
で

市
と
門
が
が
相
h
む
理
解
と
協
調
も
の
で
、

w
実
施
詐
厨
μ

の
基
本
と
の
五
年
間
と
し
て
い
ま
す
。
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